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先　　日、気象情報、火山・地震情報、海洋情報等の情
報提供を行う会社のお話を伺う機会がありました。天
気予報をはじめとする気象情報は、刻一刻と変化する
気象状況をアメダス等のセンサーで測定し、逐次イン
ターネット等の回線経由（IoT：Internet of Things）
でデータセンタ内のサーバ（クラウド）にデータを収
集（ビッグデータ）し、過去のデータや気象予報士

（合格率約５％の国家試験合格者）の知見を活用して
解析し、現在の気象情報や今後の予測として情報提供
されるそうです。昨今の技術の進歩により精度が格段
に良くなってきており、１Km四方のメッシュの情報
も扱えるとのことです。さらに、過去のデータ解析等
には今後人工知能（AI）も使われていくようです。
　さて、この処理をよく見てみると、どこかで見たよ
うな用語ばかりではありませんか？最近、ICT分野を
中心に、トレンドとして世の中で頻繁に露出している
用語（技術）を、何年も前から駆使し、また、一般的
にテレビのお天気キャスターでしかお目にかかること
のない気象予報士の知見。屋外を中心とした作業員の
安全確保、通信設備の防災、危険予知、災害復旧等に
おいて重要な情報である気象情報は、最先端のICTで
提供される。何ともすごい話です。 （I.O）

　　ジェット好きな私としては、昨年お気に入りの活
動量計２機種に出会えました。１つは充電池ではなく
ボタン電池を使用することで３～４カ月腕に付けっ放
しにできるリストバンド型。もちろん防水は万全で水
泳時も装着したまま、何ｍ泳いだかの記録まで取れま
す。普通の活動量計はほとんどが充電池タイプで短い
ものだと1.5日、長くても１週間に１度は充電のため
に腕から外さないといけない中、３～４カ月間付けっ
放しにできるメリットは大きいと言えます。
　もう１つは、あの有名なブランドの腕時計型で、今
年バージョンアップして定期券やクレカとしても使え
るようになったもの。いずれもまだ１カ月半ほどの装
着のため、目下のところ今の使用感がどのくらい持続
してくれるかが一番気になるところです。というのも、
これまで活動量計は３～４機種くらい試してきました
が、どれも３カ月から半年間ほどで壊れてしまったか
らです。
　皆１万円以上はするガジェットだけに、半年やそこ
らで使い物にならなくなるのではたまりません。なま
じアプリのインタフェースも気に入っているだけに、
長く付き合っていきたいと思っている今日この頃で
す。 （Y.H）
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